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Untersuchungen uber den Einfluss der elektrischen Reizung
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(I. Mitteilung)

Uber den Einfluss der elektrischen Reizung auf die Asphyxie neonatorum,

insbesondere die Asphyxie pulmonaris.

Von

Takayuki Mizuta.

Eingegangen am 12. Februar 1937.
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Duroh die elektrische Reizung des N. phrenicus oder des Diaphragma untersuchte

der Verfasser beim Tierversuche das scheintote Neugeborene wiederzubeleben und fubrt

weiter den klinischen Versuch aus.

Zuerst, bei den Kaninchen, welche durch Verschluss der Luftrohre erstickt wurden

und wobei die Atmungskurve stillstand sowie die Blutdruckskurve fast nahe der

Nullinie lag, beobachtete der Verfasser den Wiederbelebungsprozess durch die Wechsel-

8tromreizung des N. phrenicus oder des Diaphragma mittels der Kymographie und

Pneumographie.

Aus diesen Untersuchungen kam er zu dem folgenden Schluss.

1. Bei dem erstickten Kaninchen kann man durch die Reizung des N. phrenicus

oder des Diaphragma tiefe Atmung und Blutdrucksteigerung schnell und sicher ver-

anlassen und die schwere Erstickungsasphyxie des Kaninchens wiederbeleben.

2. Bei der Wiederbelebung des Asphyktischen durch die Reizung des N. phrenicus

und des Diaphragma ist die gleichzeitige Reizung der bilateralen Nn. phrenici die

schnellste und die erfolgreichste. Der Grad der anderen Wiederbelebungswirkungen

steht in folgender Reihe: (1) Gleichzeitige Reizumg des einseitigen N. phrenicus-und

des Diaphragma; (2) Reizung des einseitigen N. Phrenicus und (3) Reizung des

Diaphragma.

3. Bei der Pneumographie wurde die Thoraxbewegung durch die elektrische

Reizung sehr deutlich, sowohl bei der Reizung des isolierten N. phrenicus oder des

Diaphragma, als auch bei der indirekten Hautreizung. (Autoreferat)
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第1章 緒 言

吾人産科醫ト シテハ,分 娩時ニ於ケル胎兒

又ハ新産兒ノ死 亡ハ,最 モ悲痛ナル問題ナリ.

妊娠10箇 月ノ間,母體 ハ全身ノ力ヲ擧ゲ テ胎

兒ノ發育ニ盡 シタルニ不拘,一 朝忽焉 トシテ

コノ死ニ會 ヒ,健 康ナル生兒ノ笑顔ヲ見ル事

能ハザ レバ,當 該産婦 ノ精神的打撃ハ云フモ

更ナリ,其 ノ失望ハ其ノ良人,或 ハ其ノ姻戚

ニ止 ラズ,産 婆竝ニ産科醫ニ於テモ最モ切實

ナル問題ナリ.

今,我 國年々ノ分娩數竝ニ死産數ヲ觀ルニ,

猶 ホ平均1箇 年200萬 人ノ分娩ニ對 シ,11萬

人ノ死産ヲ數 フ.即 チ5.1乃 至6%ノ 死亡率
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ヲ見 ル モノ ナ リ.而 シテ,コ ノ死 亡兒ニ 於 テ最

モ密 接 ナル關 係 ヲ有 スル モ ノ ヲ探 究 ス レバ,

新 産兒 假死 ナル 症 状 ナ ル事 ハ何 レノ統 計 ニ ヨ

ル モ一致 スル所 ナ リ.八 木教 授 ハ最近10年

間,京 都帝 大ニ 於ケ ル死 亡 兒1095人(7.7%)

ヲ調 査 セラ レ,此 中其 ノ屍 體 ヲ剖檢 ニ附 シタ

ル モノ357例 ア リテ,其 ノ所 見 ノ主 要 ナル モ

ノ ハ頭 蓋 内 病變,呼 吸 系病 變 ニ シテ,之 等 ヲ

惹 起 セル新 産 兒 ハ死 産 スル カ,然 ラズ シテ生

産 スル モ,屡 々假 死 ナル 症 状 ヲ呈 セ シモ ノナ

リ ト稱 セ ラ レ,又 死 産 スル モ ノハ浸 軟 兒 ヲ除

キ分娩 中 子宮 内 假死 ノ徴 候 ヲ現 スモ ノナ レバ

死 産,胎 兒死 亡 ト假 死 症 状 トノ間 ニ ハ密 接 ナ

ル 關 係 アル事 ハ熟 知 セ ラル ル 所 ナ リ.コ ノ意

味 ニ於 テ,八 木 教 授 ハ古 ク ヨ リ新 産 兒假 死 ノ

研 究 ニ興 味 ヲ感 ゼ ラ レ,既ニ 昭和10年4月,

第33囘 日本婦 人科學 會總 會 ニ於 テ,或 ハ假 死

兒 ノ呼 吸 系,循 環 系,腦 神經 系 等 ノ變 化 ヲ檢 索

セ ラ レ,之 ヲ子 宮 内 假 死成 立 ノ要約 ト併 セ テ

比 較 對 照 セ ラ レ,以 テ假死 ノ原 因 ニ就 キ廣 汎

ナ ル研 究 ヲ試 ミラ レ,之 ヲ發 表 セ ラ レタ リ.

之 ニ依 レバ,胎 兒 又 ハ新 産 兒 ノ假 死 ハ,成

人 ノ假 死(窒 息)ト ハ著 シク其 ノ成 因 ヲ異 ニ

シ,從 來 成 人窒 息 ノ機 轉 ヲ直 チ ニ胎 兒 又 ハ新

産 兒 假 死 ニ適 用 シタ ルハ誤 リニ シテ,産 道 内

胎 兒 假 死 ノ成 立 ニ就 テハ,從 來 一般 ニ信 ゼ ラ

レタ ル胎 盤,血 行 障 碍 ニ ヨル モ ノ ノ外 ニ,腦

壓 亢進 ノ關 與 ス ル事頗 ル大 ナ ル事ヲ 發 見 セ ラ

レ,又 假死 兒 ニ ハ時 ニ心 臓 異常 ヲ證 明 セ ラ レ

テ新産 兒假 死 ハ,腦 性假 死,肺 臓 性 假 死,心

臓 性 假 死 ノ3種ニ 區 別 スベ キ モ ノナ ル事 ラ證

明 セ ラ レタ リ.此 處ニ 於 テ カ,新 産 兒假 死 ニ

對 スル療 法 モ亦 從來 ト異 ナ ル所 ナ カル ベ カ ラ

ズ.即 チ,現 在 巷 間ニ 行 ハ レタ ル療 法 ハ總 ベ

テ,新 産 兒假 死 即 チ,窒 息 ナ リ トスル 定義 ニ

立 脚 セル モノ ニ シテ,或 ハSchultze氏 人 工

呼 吸 法ト 稱 シ,或 ハ「ロベ リン」,「ビタ カ ン フ

アー」,「 コラ ミン」 等 ノ呼 吸 中樞 刺 戟 劑 又 ハ

強心 劑 ノ注 射ト 言 ヒ,或 ハ肺 臓 内 ヘ ノ空 氣 又

ハ酸 素送 入法ト 稱 シ,總 ベ テ新 産 兒 假 死 ノ一

部 ノ ミヲ 占 ムル肺 臓 性 假 死 ノ ミヲ考 慮 セル モ

ノニ テ,其 ノ數ニ 於 テ決 シテ稀 ナ ラザ ル腦 性

假 死,或 ハ其 ノ他 ノ心臓 性假 死ニ 對 シテハ 何

等 ノ研 究 業績 ヲ認 メタル 形勢 ナ シ.

即 チ,要 約 ス レバ,吾 人産 科醫 ノ重 大問 題

ト稱 スベ キ新 産 兒假 死 ニ對 スル療 法 ハ,古 來

種 々ナル 方 法ニ 於 テ發 表 セ ラ レ,其 ノ各ニ 於

ケル成 績 モ相 當 觀 ルベ キ モ ノ ア リ ト雖 モ,現

在 尚 ホ理 想 的 ナ リト稱 スル事 能 ハ ザル ラ遺憾

トス ル モ ノナ リ.就 中,Schultze, Silvester,

緒 方氏等 ノ兒體 振 盪 法 ヲ行ヒ,強 ク兒體 ヲ上

下 或 ハ左 右ニ 動搖 セ シメ テ蘇 生 セ シメ ン トス

ル 方法 ハ既ニ 古 ク ヨ リ行 ハ レ タ ル 方 法 ナ ル

モ,全 ク窒 息 性 假死 ノ ミヲ考 慮ニ 入 レタ ル モ

ノニ シテ,腦 性假 死ニ 對 シテ ハ却ツ テ 危險 ナ

ル方 法 ナ リ ト稱 セザ ルベ カ ラズ.即 チ,新 産

兒假 死 原因 確 定 ノ進 歩ニ 伴 ヒテ ハ,其 ノ療 法

ハ粗 暴ニ 亙 ル蘇 生術 ハ危險 ニ シテ兒體 ヲ成 ル

可 ク安 靜 ナル 状況ニ 置 キテ以 テ,蘇 生術 ヲ行

フベ キ ハ何 人 モ首肯 セ ラルル 所 ナ リ.依 テ,余

ハ新 産 兒椴 死ニ 電 氣 的刺 戟ヲ 應 用 シ,之ニ ヨ

リ假 死ヲ 蘇 生 セ シメ ン トス ル理 學 的 療 法 ノ將

來ニ 深 ク期 待 シ本 法 ノ改 良 進 歩 ハ,必 ズ ヤ新

産 兒 假 死ニ 對 スル療 法ニ 貢獻 スル事 大 ナ ルベ

シ ト信 ジ,之ヲ 實 驗 的ニ 或 ハ臨 牀 的ニ 深 ク考

究 シテ本 法 ノ發 達ニ 資 セ ント 企 テ タ ル ナ リ,

3



1764 水 田 隆 之

今,文 獻 ヲ渉獵スルニ,新 産兒假死 ニ電氣的刺

戟 ヲ應用 シタルハ,1782, Hufelandヲ 以テ其 ノ

嚆矢トナ シ,其 ノ後Waldkirch, Froriep, Stark,

Berut, Herder, Sholz, I. owenhardt, Bouchut,

Ziemssen, Pernice, Alexander, Cohn, Israel

ア リ.何 レモ,本 法 ヲ新産兒假死ニ 應用 シテ其 ノ

效 果觀 ルベキモノア リ ト稱 シ,本 法 ノ將 來ニ關 シ,

多大 ノ關心 ヲ有 セ リ.然 レドモ,前 記何 レノ記載

ヲ觀 ルモ,其 ノ研究ハ甚ダ幼稚 ニシテ,唯 僅ニ 之

ヲ臨牀的ニ 應用 シタル過 ギズ.1人Israelノ ミ

ハ,動 物實驗 ヲ試 ミテ,其 ノ優秀ニ シテ確實 ナル

事 ヲ主張 セ リ トスルモ,何 レモ新産兒假死 ノ成因

ヲ唯成人 ノ假死(窒 息)ト 同一ニ 考慮 セル點ニ 於

テハ,前 記諸學 者 ト何等異 ナル所 ナク,之 ヲ以テ

新産兒假 死ニ對 スル電氣的療 法ノ研究ハ 十分ナ リ

ト稱 スル事ヲ得ザル状態ニ ア リ.殊ニ 吾國ニ 於テ

ハ,本 問題ニ 關 シ,實 驗的研 究ヲ試 ミタルモ ノ余

寡聞 ナル未ダ之ニ接 セザルナ リ.

余 ハ,八 木 教授 ノ新 シキ見解ニ 立 脚 スル新

産 兒假 死 分類 即 チ,肺 臓 性假 死,腦 性 假死,

心 臓 性 假 死 ノ3種 類 ノ假 死ニ 電 氣 的 刺 戟 ヲ應

用 シテ,初 メ之 ヲ動 物 實驗 トシテ其 ノ影響 ヲ

「キ モグ ラ フイオ ン」ニ描 カ シ メテ,之 ヲ精細

ニ研 究 シ,後 臨 牀 的ニ 之 ヲ應 用 シ順 次 發 表 セ

ン トスル モ ノナ リ.余 ハ之 ヲ以 テ電 氣療 法 ガ

單 獨ニ 或 ハ他 ノ藥 物 療 法ト 相俟 チ テ如 何ニ 假

死 療 法ニ 應 用サ ル ベ キ カ ニ對 スル指 針 トナサ

ン ト欲 ス.

先 ヅ第1ニ,肺 臓性 假 死ニ 陷 リタ ル家 兎 ノ

横 隔 膜 神 經 又 ハ横 隔 膜 ヲ電 氣殊ニ 交 流 電 流 ヲ

用 ヒテ刺 戟 シ,其 ノ蘇 生 スル状 態 ヲ觀 察 シタ

ル ニ,興 味 アル實驗 成績 ヲ納 メ シヲ以 テ茲 ニ

報 告 シ,且 實驗 ニ ヨ リテ知 リタ ル2,3ノ 注意

ヲ併 記 シテ,識 者 ノ批 判 ヲ乞 ヒ,本 法 ノ發 達

ニ資 セ ン事 ヲ冀 フモ ノナ リ.

第2章 實 驗 材 料 及 ビ實驗 方 法

實驗材料

總 テ,白色雌性家兎 ヲ選ビ,體 重 ハ2000-2500g

ニア ラシム.

實験方法:

先ニ,八 木教授 ノ 「ロベ リン.イ ンゲルハイム」

臍帶靜脉注入ニ 依 ル假死蘇生 ノ實驗方法(近 畿婦

人 科學會雜誌.14巻, 1號, 33頁)ヲ 再 ビ茲ニ 利

用 シ,「 ロベ リン.イ ンゲルハイム」ノ代 リ昌交流

電氣刺戟 ヲ用 ヒ,之ニ 依 リテ横隔膜神經又ハ横 隔

膜 ヲ刺戟 シ,以 テ胸廓 ヲ擴大 シ,呼 吸 中樞 ヲ刺戟

シ,且 迅速ニ 心臓機能 ノ恢復亢進 ヲ促 サン ト企テ

タル モノナ リ.

今,其 ノ實驗方法 ヲ述ブルニ次 ノ如 シ.即 チ,

家兎ハ前記 ノ白色雌性家兎 ヲ選ビ,之ヲ 固定臺 ニ

載セ,故 意ニ 「ウレタン麻醉」ヲ施 サズ シテ頸部 ヲ

切斷 シテ氣管ト頸 動脉 トヲ遊離 シ,更ニ 深部 ヲ剥

離 シテ左右 ノplexus brachialis(上膊 神經叢)ヲ現

シ、其 ノ内側ニ於 テ,前 斜角筋 ノ前 ヲ尾 側ニ走 リ,

鎖骨下靜脉 ノ背 側ニテ胸 腔ニ入 ル横隔膜神經 ヲ左

右共ニ 注意 シツツ露出遊離 シテ,白 金電導子ヲ以

テ直チニ 電氣的 ニ刺戟 シ得 ル状態 ニア ラシム.

次ニ 氣管 ニハY字 型硝 子製 「カニユー レ」ヲ挿

入シ,硬 製「ゴム管」ニ連 ネテ「マ レー氏 ターソプー

ル」ニ結ビ,其 ノ運動 ヲ「キモグ ラフイオ ン煤紙 」

ニ記 セシム.頸 動脉 ノ方ハ,血 壓測定 ノ目的ニ「動

脉 カニユー レ」ヲ挿入 シ,「硫酸 マグネシユー ム溶

液」 ヲ充 タセル硝 子管ニ ヨ リ連 絡 シ,水 銀壓力計

ニ連 ネ,其 ノ運動 ヲ同煤紙ニ 描冩 セ シム.更ニ 亦,

横隔膜 ヲ直接電氣的ニ刺 戟スルニ便 ナラシム爲.

上腹部劍 状突起 ノ部 ヲ注意 シツツ出來得 ル限 リ小

トナル切面ニ テ開腹 シ,横 隔膜 ヲアラハシ,刺 戟

ニ具ヘタ リ.
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斯 クシテ,準備終 リタル後,「キモグラフイ オン」

ヲ動 カシメ,血 壓 ト呼吸 ヲ若干時間描冩 シ,然 ル

後ニ,「氣管カニユー レ」ノ一端 ヲ閉鎖 シテ空氣 ノ

輸入 ヲ杜絶 セシムレバ,家 兎 ハ直チニ呼吸困難 ヲ

起 シ,呼 吸曲線ハ著 シキ上下動 ヲ現 シ,血 壓曲線

モ著明ニ亢 進 ス,暫 ラクノ後,呼 吸曲線 ハ上下動

ヲ中止 シ,直 線 的 トナ リ無呼吸 ノ状態 トナ リ,血

壓曲線 モ漸次下降 スルニ至 リ,家 兎 ハ所謂窒息性

假 死ニ陷 ル.次 デ,呼 吸 ガ最後 ノ努力呼吸 ヲ終 ル

頃,血 壓ハ急激ニ 落下 シテ遂 ニハ其 ノ零線ニ 近ヅ

クベシ.將ニ 零線 ニ達 セン トスル時 ヲ觀察 シ,直

チニ「氣管 カニユーレ」ヲ開 キテ空氣 ヲ入 ルル モ,

動物ハ呼吸セズ.此 時,豫 テ用意 セル電源2「 ボル

ト」,第1次 線抵 抗0.9「オ ーム」,第2次 線抵 抗380

「オーム」,ノ 「感應コ イル」ニ交流電流 ヲ通 ジ,細

キ白金 ノ電導子ニテ,極 メテ注意 シツツ,左 右 ノ

横隔膜神經竝ニ横隔膜 ヲ刺戟 スル樣ニ アラシム.

第3章 實驗 成 績

第1節 呼吸,血 壓 方面 ヨ リ觀 察 シ

タ ル窒 息 性假 死實 驗

余 ハ,前 記 ノ實驗方法 ヲ以テ家兎ヲ 窒息性假死

ノ状態 ニ陷 ラシメ,横隔膜 神經竝ニ 横隔膜ヲ刺 戟

シ,之ニ 依 リ家兎 ノ蘇生 スル状態 ヲ呼吸血 壓方面

ヨ リ觀察セ リ.又 同時ニ 之ニ 依リ 家兎 ノ蘇 生 スル

場合,兩 側 ノ横隔膜神經 ヲ同時ニ刺戟 シタル場合,

右側横隔膜 神經及ビ横隔膜 ヲ同時ニ 刺戟 シタル場

合,有 側横隔膜神經 ノミヲ單獨刺戟 シタル場合,

横隔膜 ノミヲ刺戟 シ タ ル場合 ヲ36匹 ノ家兎ニ就

キ實 驗シ(中6匹 ハ實驗成績 不正確又ハ實驗中失

敗 ノ爲省略 ス)其 ノ各ノ示 ス「キモグラフイオ ン」

上 ノ圖 ニ依 リ,其 ノ何 レガ最 モ確實ニ 且迅速ニ 家

兎 ヲ蘇 生セ シメ得 ルカニ就キ檢索 セ リ.

余ハ,コ ノ目的 ノ爲ニ,「 氣管カニユー レ」ノ一

端 ヲ閉鎖 スル ト同時ニ,「 ス トツプウ ヲツチ」ヲ動

カシ,呼 吸曲線,血 壓曲線共ニ 窒息性假 死 ノ状 態

トナ リ,「氣管カニユーレ」ノ一端 ヲ開放 スルモ,

家兎 ハ蘇生 セザル ヲ確 メタル後,前 記 ノ箇所 ニ,

電氣刺戟 ヲ加ヘ,呼 吸,血 壓 ノ次第 ニ開 始又ハ上

昇 シテ正常 トナル迄 ノ時間 ヲ計測 シテ以 テ比較 ニ

便ナ ラシメタリ.

次 ニ其 ノ各ヲ表別 シテ示 セパ次 ノ如 シ.尚 ホ右

ノ中,家 兎體重 其 ノ他ニ 就キ,比 較的同 樣ナ リト

見做サルルモ ノヲ選 ビ,之 ヲ比較觀察 シテ其 ノ參

考 ニ資 セン トス.

(I) 兩側ノ横隔膜神經ヲ同時ニ刺戟 シタル場合(第1表)

5
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(II) 右側横隔膜神經竝ニ横隔膜ヲ同時ニ刺戟シタル場合(第2表)

(III) 右側横隔膜神經ノミヲ單獨刺戟 シタル場合(第3表)

(IV) 横隔膜ノミヲ單獨刺戟 シタル場合(第4表)

6
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第1圖 兩側ノ横隔膜神經ヲ同時ニ刺戟 シタル場合

(I) 兩側 ノ横 隔 膜 神經 ラ同 時ニ 刺 戟 シ

タ ル場合

家兎體重2300g ♀ (第I表.Nr.4)

家兎手術順調.兩 側 ノ横隔膜神 經 ヲ剥離 ス.前

記装作終 了後,呼 吸曲線,血 壓曲線 ノ一定 スル ヲ

待チテ「氣管 カニユーレ 」ノ一端ヲ 閉鎖ス ルニ(A

ノ部),呼 吸曲線 ハ直 チニ其 ノ振幅 ヲ増大,血 歴 ハ

次第ニ 上昇 シ,且 家兎ハ著 シク呼吸困難 ノ爲ニ不

安兇暴 トナル.約2分 經過 セル頃 ヨリ家兎ハ漸 ク

窒息性假死 ノ状 ヲ示 シ初 メ,呼 吸ハ次第ニ 其 ノ數

ヲ減 ジ,血 壓亦次第 ニ不安 ナル動搖 ヲ示 シツツ降

下 シ初 ム.家 兎 ハ最後 ノ努力呼吸 ヲ營 ミテ,無 呼

吸 ノ状態 トナル ニ及ビ,血 壓ハ急激ニ 落下シテ將

ニ零線ニ 近 ヅカン トス.此 時,「氣管 カニユー レ」

ノ一端 ヲ開放 スルモ家兎ハ呼吸 ヲ營 マズ.之 ヲヨ

ク證 明シタル後ニ,豫 メ剥離 シヲ準備 セル左右 ノ

兩側 ノ横隔膜神經 ヲ極 メテ注意 シツツ2箇 ノ白金

電導子 ニテ刺戟 スルニ,家 兎 ハ刺戟ト 同時ニ胸廓

ヲ擴ゲ テ甚ダ シキ深呼吸 ヲ行 ヒ,刺 戟後約1分 ノ

後ニ,家 兎ハ自然呼吸 ヲ營 ミ初 メ,後次 第 ニ呼吸

數 ヲ増加 シテ正常ニ 囘復 ス.血壓モ刺戟後約10秒

程後ニ,急 激ニ上昇 シ,後 一度降下 シテ,波 形 ヲ

描 クモ,再ビ 徐々ニ上昇 シテ,刺 戟後4分25秒 ニ

シテ血壓 モ囘復シテ家兎ハ窒息 住假死 ヨリ全 ク蘇

生 スルニ 至 リタリ.

(II) 右 側横 隔 膜 紳經 竝ニ 横 隔 膜 ヲ同 時

ニ刺 戟 シタ ル場 合

家兎體重2300g ♀ (第II表,Nr.5)

家兎手術順調.右 側横隔膜神經 ヲ剥離 シ,又 劍

状突起下ニ於 テ,横 隔膜 ヲ露出シ,電 氣刺戟ニ 便

ナラシム.呼 吸曲線,血 壓 曲線 ノ一定 スル ヲ待 チ

テ,「 氣管カニユ ー レ」ノ一端 ヲ閉鎖 スルニ(Aノ

部),呼 吸曲線ハ,其 ノ振幅 ヲ増大,血 壓ハ次第

ニ上昇 シ,其 ノ變動 モ著 シク,家 兎 ハ窒息 ノ爲著

シク不安ト ナル.約2分 ノ後家兎 ハ窒息性假死 ノ

7
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第2圖 右側横隔膜神經及 ビ横隔膜ヲ同時 ニ刺戟 シタル場合

状 ヲ示 シ初 メ,呼 吸不整,血 歴 モ次第 ニ降下 シ初

ム.約3分 ノ後 家兎ハ無呼吸ト ナ リ,血 歴 ハ將 ニ

零線 ニ近ヅカ ントス.依 テ氣管 ヲ開放スルニ,家

兎ハ呼吸 ヲ營 マズ.直 チニ1箇 ノ白金電導子 ヲ右

側横隔膜神經 ニ,1箇 ノ白金電導子 ヲ横隔膜 ニ接

セシメテ電氣的刺戟 ヲ加 ヘル ニ,家 兎ハ深呼吸 ヲ

營 ミ,約10秒 ノ後,自 然呼吸 ヲ營ミ テ,刺 戟後,

1分5秒 ニシテ呼吸囘復 シ,右 漸次 正常 ニ歸ル.

血壓 モ刺戟後約10秒 ノ後 ニ,急 激 ニ上昇 シ,其 ノ

後稍 々下降スル モ,漸次 上昇シ テ刺戟後4分40秒

ノ後 ニ血壓モ恢 復シヲ家兎ハ蘇生 ス.

(III) 右 側 横 隔 膜 神經 ノミヲ 刺 戟 シタ ル

場 合

家兎體重2300g ♀ (第III表,Nr.8)

家兎手術順調.右 側 横隔膜神經 ノミヲ露出遊離

ス,呼 吸曲線,血 壓曲線 ノ一定 スルヲ待チテ,「氣

管カニ ユ ーレ」ノ一端 ヲ閉鎖 スルニ(Aノ 部),呼

吸曲線 ハ其 ノ振幅 ヲ増大,血 壓 モ次第 ニ上昇 シ,

其 ノ變 動著 シク,家 兎 ハ窒 息 ノ爲著 シク不安 トナ

リ,兇 暴ト ナル.約2分 ノ後,家 兎ハ窒 息性假死

ノ状 ヲ示 シ初 メ,呼 吸不整.血 壓 モ次第 ニ降下 シ

初 ム.約2分30秒 ノ後 ニ,家 兎ハ無呼吸 トナ リ,

血壓 ハ將 ニ零線ニ 近ヅカ ン トス.依 テ氣管 ヲ開放

スル ニ家兎 ハ呼吸 ヲ營 マズ.直 チニ1箇 ノ白金電

導子 ヲ右側横隔膜神經ニ 接 シ,電 氣刺戟 ヲ加 アル

ニ,家 兎ハ深呼吸 ヲ營 ミ,約1分 ノ後ニ,自 然呼

吸ヲ營 ミ,刺戟後1分30秒 ニシテ呼吸囘復 シテ後

漸次 正常 ニ歸ル.血壓 モ刺戟後約10秒 ノ後ニ漸 次

上昇 シテ後再ビ 降下 シテ小 サキ波形 ヲ描 キ,後 漸

次上昇 シ初 メテ,電 氣刺戟後6分30秒 ニ シテ血壓

モ囘復 シテ家兎ハ全 ク蘇生 ス.

8
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第3圖 右側横隔膜神經ノミヲ刺戟 シタル場合

第4圖 横隔膜ノミヲ單獨刺戟シ タル場合

9
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(IV)横 隔 膜 ノミ ヲ單 獨刺 戟シ タル 場合

家兎體 重2300g ♀ (第IV表,Nr.5)

家兎 手術順調.劍 状突起下 ニ於テ横隔膜 ヲ露出

シ,電 氣刺戟 ニ便ナラシム.呼 吸曲線,血 壓曲線

ノ一 定スルヲ待 チテ,「氣管 カニユ ーレ」ノ一端 ヲ

閉鎖 スル ニ(Aノ 部),呼 吸曲線 ハ其 ノ振幅 ヲ増

大,血 壓 ハ次第ニ 上昇 シテ,上 下ニ著 シク變動 シ,

家兎 ハ窒 息ニ陷 ル.約2分 ノ後,家 兎ハ窒息性假

死 ノ状 ヲ示 シ初 メ,呼 吸不整,血 壓次第ニ降下 シ

初 ム.約2分30秒 ノ後,家 兎ハ無呼吸 トナ リ,血

壓ハ將ニ零線 ニ近ヅ カン トス.依 テ氣管 ヲ開放 ス

ル ニ,家 兎ハ呼吸 ヲ營 マズ.直 チニ1箇 ノ白金電

導 子ヲ,劍 状突起下 ニ於テ横隔膜ニ 注意 シテ,電

氣刺戟 ヲ加 ヘルニ,家 兎ハ横隔膜神經刺戟時 ヨリ

ハ,甚 ダ シカラザル モ,深 呼吸ヲ行 ヒ,其 ノ後約

1分 無呼吸 ノ状態 ヲ續 ケタルモ,次 第ニ 自然呼吸

ヲ營ムニ至 リ,電 氣刺戟後2分30秒 ニシテ,正 常

ノ呼吸 ヲ反覆 スル ニ至 ル.血 壓モ電 氣刺戟 ヨリ次

第ニ上昇 シ初メ,10分 ノ後ニ 正常 ノ血壓 トナ リ,

家兎ハ蘇生ス.

尚ホ以 上ノ實驗 ノ際,動 物 ノ抵抗其 ノ他 ノ原因

ニ依 リ,窒 息 ニ耐 ユルモ ノ及 ビ比較的弱 キモ ノ等

ア リ.故 ニ同一家兎ニ 於テ,第1囘 窒息試驗ニ 右

側 ノ横隔膜神 經 ノミヲ刺戟 ン,次 デ充分恢復 シタ

ル後,第2囘 窒息試驗 ヲ行 ヒテ,兩 側 ノ横隔膜神

經 ヲ刺戟 シ,或 ハ之 ヲ逆 ノ順序ニ施 シテ以テ比較

ニ便 ナヲ ンメタリ.

横隔膜神經及ビ横隔膜 ヲ同時 ニ刺戟 スル時,又

ハ横隔膜 ノミヲ單獨刺戟 スル場合 ノ比較 モ,同 樣

ノ方 法ヲ試 ミテ,各ニ 就 キ比較觀察 ヲ試 ミタ リ.

更ニ亦,余 ハ横隔膜神經竝 ニ横隔膜 ヲ電氣的ニ

刺戟 スル前 ニ.刺 戟 セン トスル側 ノ横隔膜神經 ヲ

切斷 シ,然 ル後ニ 同樣 ノ窒息 ノ状態 ニ陷 ラシメテ

其 ノ部 ヲ刺戟 スルニ,動 物 ハ多少 ノ反應 ヲ示 スモ,

刺戟 ニ依 リ深呼吸 ヲ行 ヒテ血壓 ノ急激 ナル上昇 ヲ

示 ス事ナ ク,血 壓曲線ハ遂ニ零線 ニ落チテ,家 兎

ハ蘇生 シ得ズ.即 チ,家 兎 ヲ假 死状態 ニアラシメ,

氣管開放後,電 氣的刺戟 ヲ加 ヘザ ル場合 ト同樣 ノ

結果 ヲ示セ リ.

更 ニ亦,余 ハ假死ニ 陷 ラザル通 常 ノ平靜 ナル呼

吸 ヲ營 メル家兎ニ就 キ,横 隔膜 神經竝 ニ横隔膜 ヲ

電 氣的 ニ刺戟 シタル ニ,左 右何 レカノ横隔膜神 經

ヲ電氣的 ニ刺戟 スル ト同 時ニ,家 兎 ノ呼吸曲線 ハ

一時的ニ 著 シキ上 下動 ヲ現 シ,家 兎ハ深呼吸 ヲ營

ム.之ニ 反 シ,血 壓曲線 ハ著明 ニ下降 シ,後 再 ビ

上昇 シテ小サキ凹形 ノ波形 ヲ描 ク.

對 照 例

第5圖(A) 氣管開放後,電 氣的刺戟 ヲ加ヘザル場合
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對 照 例

第5圖(B) 氣管ヲ早期ニ開放 シタル場合

第6圖 假死ニ陷 ラザル平靜ナル呼吸テ營 メル家兎ノ右側横隔膜神經ヲ

刺戟 シタル場合

11
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尚 ホ,同 圖ニ 示 セ ル如 ク,呼 吸 曲 線 ハ 刺 戟 ト同

時 ニ強 キ吸 氣 ヲ營 ム モ,刺 戟 ヲ通 ゼ ル間 ハ 著 シク

其 ノ振 幅 ヲ減 少 セ シ メ,刺 戟 ヲ中止 ス ル ト同 時 ニ,

又 深 キ呼 氣 ヲ營 ム.血 壓 曲 線ニ 於 テ モ,刺 戟 ヲ通

ゼ ル問 ノ長 キ時 ハ,其 ノ下降 ノ度 モ著 シ ク,其 ノ

恢 復 モ亦 緩 徐 ニ シテ,大 ナ ル凹 形 ノ波 形 ヲ描 ク.

故 ニ,電 氣 的 刺戟 ハ 決 シテ 長 時 間 ニ 亙 ル ベ キモ ノ

ニ非 ズ シ テ,必 要 ナ レバ,短 時 間 ノ刺 戟 ヲ數 囘 ニ

分 割 シテ與フ ベ キ モ ノ ト思 惟 ス.

更ニ,平 靜 ナ ル呼 吸 ヲ營 メル家 兎ニ 就 キ呼吸 曲

線 ノ上 下 動 ノ度 ヲ,兩 側 ノ横 隔膜 神 經,横 隔膜 ト

第7圖(A)

尚 ホ,余 ノ用 ヰ タル 前 記 ノ 「感 應 コイ ル」 ノ電

流 ノ強 サ ヲ,1側 ノ横 隔膜 神 經 ニ就 キ,Rollen-

abstand(R-A) 100cmヨ リR-A1cm迄 順 次變 更

シテ,其 ノ電 氣 的 興 奮 性 ヲ調 査 シタル ニ,R-A20cm

ニ シテ 漸 ク家 兎 ハ假 死 ノ場 合,血 壓 曲 線 及 ビ呼 吸

曲線 ノ變 動 ヲ見 ル ニ至 リ,R-A5cmニ シテ 家兎 ニ

硬 直,痙變 ヲ惹 起 スル 事 ナ クシテ,最 モ迅 速 ニ,

且唯1囘 ノ刺 戟 ノ ミニテ 呼吸 曲線 竝ニ 血 壓 曲線 ノ

恢 復 ヲ見 ル ニ至 レ リ.故ニ 余 ハ,常ニ 前記 ノ比 較

右側 ノ横隔膜神經,右 側 ノ横隔膜神經,横 隔膜 ノ

各ニ 就 キ比較對照 スルニ,兩 側 ノ横隔膜神經 ヲ同

時ニ 刺戟 シタル場合最 モ著 シク,横 隔膜 ト右側横

隔膜神經 ヲ同時ニ 刺戟 シタル場 合之ニ 次 ギ,以 下

右側 ノ横隔膜神經 ヲ刺戟 シタル場合,横 隔膜 ノ ミ

ヲ單獨刺戟 シタル場合 ノ順 トナル.即 チ,兩 側 ノ

横隔膜紳經 ヲ同時ニ 刺戟 シタル場合家兎ハ最 モ強

ク,胸 廓 ヲ擴大 シテ深呼吸 ヲ營 ミ,横 隔膜 ノミヲ

單獨刺戟 シタル場 合,最 モ弱キ深呼吸 ヲ營 ム,血

壓曲線 モ上記 ノ順ニ 著明 ナル下降 ヲ示 スモ,其 ノ

各々 ノ差 ハ呼吸曲線 ノ如 ク著 シカラズ.

第7圖(B)

觀察 ヲ行 フ場合,電 流 ノ強 サヲR-A 5cmニ 一

定 シテ横隔膜神 經竝ニ横隔膜 ヲ刺戟 シ比較實驗 セ

リ.

更ニ 余 ハ,前 記 ノ強 キ電流 ヲ以 テ,横 隔膜神經

竝ニ 横隔膜ヲ 刺戟 シタル爲,家 兎 ノ假死 ノ場合 ノ

刺戟ハ唯1囘ニ 止メ,1囘 ノ刺戟後 ハ少 ナク トモ

1時 間ハ休養 セシムル事ト セ リ,且 常ニ,横 隔膜

紳經竝 ニ横隔膜 ニ,「 リンゲル」氏液 ヲ滴下 シテ,

其 ノ乾燥 シテ作用 ノ減弱スル ヲ防 ギ タリ.
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第2節 「プ ノ イ モグ ラフ」ニ依 ル電

氣 刺 戟 ノ實 驗

余ハ以上 ノ實驗 方怯ニテ,電 氣的刺戟ニ 依 リ,

假死 ヨリ恢復 スル状態 ヲ主 ニ,肺 臓方面 ヨリ觀察

シタルモ,更ニ 本 實驗 ヲ明確ニ,且 興味深キモ ノ

トナス爲ニ,横 隔膜 及ビ横隔膜神經ヲ,電 氣的 ニ

刺戟 スル場合,胸 廓 ハ如何ニ變化 スルヤ即チ,胸

廓運動 ノ描爲 ヲ明 カニセン ト試 ミタ リ,即 チ,余

ハ胸廓 ノ運動 ヲ精確 ニスル爲,新 タニ,本 學外科

石山編二郎教授考案 ニ係ル装置 ヲ應用 シ,其 ノ運

動 ヲ「キモグラフイオ ソ」上 ニ描 カシメタリ.(本

法ハ石山教授 ニヨ リ「プノイモ グラフ」(Pnenmo-

graph)ト 命名セ ラレタ リ.コノ「プ ノイモグラフ」

ニ2種 ア リテ,槓杆 作用(Hebelwirkung)ニ ヨ リ

胸廓 ノ運動 ヲ直接 ニ描 爲セ ントスル方法 ト,空 氣

傳達法(Luftubertragung)ニ ヨ リ間接ニ描冩 セン

トスル方法 トア リ.余 ハ其 ノ中 ノ前者 ヲ選 ビ同外

科大杉 眞造氏 ノ考按セル方法 ヲ使用セ リ.(茲 ニ

本法 ヲ行 フニ當 リ,御 懇切ナル御教示 ト御指導 ヲ

賜 リシ石山教授竝ニ 大杉 氏ニ對 シ,厚 ク謝意 ヲ表

スルモノナ リ).

即チ,家 兎胸廓ニ 於テ,其 ノ運動 ノ最モ著明 ナ

リト見 ラルル第6肋 骨 ノ肋軟 骨外端 ヨ リ隔 タル約

第8圖 「プ ノ イモ グ ラ フ」

1cmノ 部 ヲ,出 血 ニ注 意 シ ツ ツ,僅 ニ剥 離 シテ,

之 ニ絲 ヲ結 ビ,コ ノ絲 ヲ上方ニ 牽 引 シテ緊 張 セ シ

メ,之 ヲ長 キ槓 杆ニ 連 絡 ス.尚 ホ槓杆 ノ運 動 ヲ鋭

敏ニ 且迅 速 ニナ ラ シム ル爲,其 ノ間ニ 「マ グ ヌ ス」

ヲ適 當 ニ考 按 シ テ装 置 シ,甚 ダ輕 微 ナ ル胸 廓運 動

ヲモ,十 分 擴 大 シ テ「キ モ グ ラフ イ オ ン」上 ニ描 カ

シ メル 樣 ニ ナ シ タ リ.

以 上 ノ如 ク,「 プ ノイ モ グ ラ フ」ヲ用 意 シ,次 デ

前 述 ノ如 ク,1側 ノ横 隔 膜 神 經 ヲ剥 離 露 出 セ シ メ

テ,之 ヲ電 氣的ニ 刺 戟 ス ル ニ,家 兎 ハ直 チ ニ,同

側 ノ胸 廓 ヲ擴 大 シテ強 キ吸 氣 ヲ營 ム,之 ニ反 シ反

對側 ノ胸 廓 ハ急ニ縮 少 シ テ強 キ呼 氣 ヲ營 ム.

第9圖 「プ ノイモ グ ラフ」

之ト 同樣 ニシテ,兩 側 ノ横隔膜 神經,1側 ノ横

隔膜神經ト 横隔膜,横 隔膜 ヲ電氣的ニ刺 戟スルニ,

何 レモ刺戟 ト同 時ニ強 キ深呼吸 ヲ營 ミテ胸廓 ヲ擴

大 ス.而 シテ其 ノ各 ノ胸廓 ヲ擴大 スル際,兩 側 ノ

横隔膜神經 ヲ同 時ニ刺戟 シタル場合,最 モ甚 ダシ

ク,次ニ1側 ノ横隔膜神 經 ト横隔膜,1側 ノ横隔膜

神經,横 隔膜 ノ順 トナル.

13
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第10圖(A) 「プ ノイ モ グ ラフ」

第10圖(B)
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即 チ,コ ノ結 果 ハ,先 ニ肺 臓 ノ運 動 方 面 ヨ リ觀

察 シ タル場 合 ト全 ク同 一 ノ結 果 ヲ示 スモ ノニ シ テ

換 言 ス レバ,呼 吸運 動 ヲ惹 起 セ シ メ ン トス ル ニハ

先 ヅ兩 側 ノ横 隔 膜神 經 ヲ同 時ニ 刺 戟 ス ベ グ,次 デ

1側 ノ横隔 膜 神 經 ト横 隔 膜,1側 ノ横 隔 膜神 經,

横 隔膜 ヲ刺 戟 スル事 ニ依 リテ モ,呼 吸運 動 ハ開 始

又 ハ強 大サ レ得 ル モ ノナ ル 事 ヲ明 言 シ得 ベ シ.

尚 ホ,コ ノ電 氣 的 刺戟 ヲ實 際 臨 牀 的 ニ,新 産 兒

假 死 ニ應 用 セ ン トシテ,兩 側 ノ横 隔 膜神 經 ヲ皮 膚

表 面 上ヨ リ刺 戟 シ,其 ノ刺 戟 ニ依 ル胸 廓 ノ運 動 ノ

變 化 ヲ「プ ノイモ グ ラフ」ニ依 リ觀 察 セ ン ト企 テ タ

ル ナ リ.

即 チ,胸 鎖 乳頭 筋(m. Sternocleidomastoidens)

ノ外 縁 ニテ,前 斜 角筋(m. scalenus ant.)ノ 前 方

ヲ,横 隔膜神 經 ノ走 行 ニ略 ボ 一致 セ シムル 樣 ニ シ

第11圖(A) 「プ ノイ モグ ラ フ」

テ,該 神經 ヲ皮膚 表面 上ヨ リ兩側同時ニ刺戟 スル

ニ,刺 戟 ト同時ニ,家 兎 ハ強ク胸 廓ヲ擴大 セシメ

テ,著 明 ナル深 呼吸ヲ營ム.

但 シ,横 隔膜神 經 ノミヲ遊離 シテ刺戟 スル場合

ニ比 シ,多 量 ノ電流 ヲ要 スル事ハ明カニシテ,コ

ノ際電源2「 ボル ト」ヲ4「 ボル ト」ニ増加 シテ刺

戟 ヲ加ヘ タリ.即チ,「 プ ノイモグ ラフ」ニ依 リ,

横隔膜神經及 ビ横隔膜 ヲ電氣 的ニ刺戟 シタル場合

ノ胸 廓運動 ノ變化 ヲ見ルニ,之 ヲ遊離 シテ刺戟 シ

タル場合ハ勿論,之 ヲ皮膚表面 上ヨ リ間接 ニ刺戟

シタル場 合モ,刺 戟毎 ニ,著 明ニ胸廓 ヲ擴大 スル

事 ヲ認 メ,依 テ電氣的刺戟 ヲ新産兒 ノ窒 息性假 死

ニ應用 ス レバ,其 ノ蘇生ニ十分 ノ效果 ヲ示 スモ ノ

ト稱 シ得 ルナ リ.

第11圖(B)
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第3節 實 驗 成績 總 括

以 上 ノ實驗 成績ヲ 總 括 シテ記 述 スル ニ次 ノ

如 シ.家 兎 ノ氣管 ヲ閉 鎖 シテ,家 兎ヲ 窒 息 性

假 死ニ 陷 ラ シメ,血 壓 竝ニ 呼吸 方 面 ヨ リ其 ノ

状 態 ヲ觀 察 スル ニ,家 兎 ハ氣 管 閉 鎖 ト同時 ニ,

呼 吸 ハ著 シク其 ノ振 幅 ヲ増 大 シ,呼 吸 囘數 モ

其 ノ數ヲ 増 シ,血 壓 モ急 激ニ 上 昇 シ,其 ノ變

動モ 著 シク.家 兎 ハ不 安 兇 暴 ノ状ヲ 示シ テ次

第ニAgonieノ 状 態ニ 移 行 ス.家 兎 ハ約2分

前 後 カ カル前 假 死praasphyxieノ 状 ヲ示 シ

タル 後 ニ,次 第ニ 無抵 抗 トナ リ,呼 吸 ハ次 第

ニ弱 ク其 ノ數 モ減 少 シ,不 規 則 トナ リ,次 デ

血 壓 ガ最後 ノ上 昇 ヲ示シ テ急 激ニ 落 下 スル頃

ヨ リ無 呼吸 トナ リ,血 壓 モ次 第ニ 零線ニ 近 ヅ

イ テ全 ク窒息 性 ノ假死 状 態 トナ ル.

コノ時 氣 管 ヲ開 放 スル モ,家 兎 ハ蘇 生 セザ

ルヲ 證 明 セル後ニ,横 隔膜 神 經 又 ハ横隔 膜 ニ

電 氣 的 刺 戟 ヲ加 ヘル ニ,家 兎 ハ刺戟 ニ ヨ リ胸

廓 ヲ擴 大 シテ深 呼 吸 ヲ營ミ,其 ノ後 不規 則 ナ

ル 呼 吸ヲ 反覆 スル モ,次 第ニ 呼 吸 ハ規 則 正 シ

ク ナ リテ,遂ニ 全 ク正 調 トナ リ,血 壓 モ刺 戟

ノ後2-3秒ニ シテ,急 激ニ 上 昇シ,一 時 再 ビ

下 降 シテ波 形ヲ 示 ス モ,又 漸次 上昇 シテ元 ニ

復 ス.即 チ,窒 息 性假 死 ノ場合,余 ノ試ミ タ

ル36例 ノ家 兎 ノ中,實 驗 ノ不 正確 ナ ルモ ノヲ

除 去 セバ,殆 ド全 部 横 隔 膜神 經 竝ニ 横 隔膜 ノ

電 氣的 刺 戟ニ ヨ リ,迅 速ニ 且 確 實ニ 蘇 生 セ シ

メ得 タ ル モノ ナ リ.

コノ時,余 ノ實驗ニ 依 レバ,兩 側 ノ横 隔 膜

神 經 ヲ同 時ニ 刺 戟シ タ ル場 合,最 モ迅 速ニ 且

確 實ニ 家 兎ヲ 蘇 生 セ シ メ得 テ,余 ノ成績 ニ ヨ

ルニ 平 均57秒ニシ テ 電 氣 刺 戟 ヨ リ呼 吸 ハ略

ボ正 常ニ 囘復 シ,49秒ニシ テ血 壓 モ囘 復 ス.

右側横隔膜神經竝ニ横隔膜ヲ刺戟シタル場合

之ニ次ギ,呼 吸囘復迄平均1分8秒,血 壓囘

復迄4分30秒 ナリ.

次ニ右側横隔膜神經ノ ミヲ刺戟 シタル場合

一シテ,呼 吸囘復迄平均1分30秒,血 壓囘復

迄6分30秒 ナリ.横隔膜刺戟ニ ヨル窒息性假

死蘇生ハ最モ緩徐ニ シテ,呼 吸囘復迄2分25

秒,血 壓囘復迄9分20秒 ナリ.

尚ホ以上 ノ成績ヲ,「 プノイモグラフ」ニ依

リ,胸 廓方面 ヨリ觀察 シタルニ,肺 臓方面 ヨ

リ觀察 シタル ト同樣ノ成績ニ 一致 シ,電 氣的

刺戟ヲ與フレバ,家 兎ハ直チニ胸廓ヲ擴大シ,

深呼吸ヲ營 ミ,窒 息性假死蘇生ニ有效ニ作用

スルモノニシテ,其 ノ際兩側ノ横隔膜神經ヲ

同時ニ刺戟シタル場合,最 モ迅速ニ且確實ニ

家兎ヲ蘇生セシメ.1側 ノ横隔膜神經ト横隔

膜 ヲ同時ニ刺戟シタル場合,1側 ノ横隔膜神

經 ノミヲ刺戟 シタル場合,横 隔膜ノミヲ刺戟

シタル場合 ノ順 トナル.

尚 ホコノ際,皮 膚表面上 ヨリ,横 隔膜神經

ニ沿 ヒテ之ヲ刺戟スルモ,刺 戟毎ニ家兎ハ胸

廓ヲ擴大シテ深呼吸ヲ營ム事ヲ認メ,依ヲ 電

氣的刺戟ハ新産兒窒息性假死ニ應用スレバ其

ノ蘇生ニ十分ノ效果ヲ示スモノ ト稱 シ得ルナ

リ.

尚ホ,本 法ノ臨牀的應用ニ就テハ後篇ニ之

ヲ報告セン.

第4章 考 按

假死(Asphyxie, Scheintod)ト ハ,眞 死ニ

對スル名ニシテ,最 顯著ナル表徴的生活現象

ノ一タル呼吸現象ヲ有 セズ,唯 心臓搏動ノミ

ヲ保存スル状態ヲ言 フ.大 人ニ於テコノ症状
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ヲ示 スモ ノハ,即 チ狹義 ノ窒 息(Erstiekung)

ニ シテ,從ツ テ從 來新 産 兒假死(Asphyxia

neonatorum, S. nasciturus)ト 言 ヘバ,其 ノ

成 因 ヲ大 人 ノ假死 即 チ窒 息 ト同樣 ニ簡 單 ニ考

ヘ ラ レタ リ.

即 チ,從 來 ノ成 書 ニ記 載 スル所 ニ依 レバ,

子 宮 内胎 兒 假死 ノ成 立 ハ,胎 兒 胎盤 血行 障 碍

ニ ヨ リ,其 ノ血液 ハ靜 脉 性 ヲ高 メ,之 ガ迷 走

神 經 ヲ刺 戟 シテ心 音 緩 徐 トナ リ,次 デ之 ヲ麻

痺 シテ頻 數 トナ リ,遂 ニ停 止 スベ ク,同 時 ニ

呼 吸 中樞 ノ刺 戟起 リテ胎 兒 ハ 早 期 呼 吸 ヲ 營

ミ,羊 水 ヲ吸 引 シ,遂ニ 死 亡ニ 至 ル トナ シ,

其 ノ胎 盤 血行 障 碍 ノ原 因 ハ,胎 兒側 ニ ア リテ

ハ,胎 盤 ノ早期 剥 離,臍 帶 ノ眞 結 節,纏 絡 及

ビ脱 出 等 ニ シテ,母 體 側 ニ ア リテハ,過 激 陣

痛,分 娩 子癇,分 娩 中 ノ強 出血,心 臓 又 ハ肺

臓 ニ ヨル 甚 ダ シキ呼 吸 困難 等 ナ リ ト簡 單 ニ考

ヘ ラ レタ リ.

然 レドモ,既 ニ緒言 ニ於テ述ベタル如 ク,新 産

兒假死 ガ,大 人 ノ假死 ト異 ナ リ,單 一ナル原因乃

至剖檢的 ノ所見 ヲ呈 セザル事 ハ,既 ニ文獻 ニ徴 ス

ルニ,Aitken (1798)ノ 記 セル所 ニシテ,彼 ハ新

産兒假死ニ 於テ,分 娩時兒頭 ノ壓迫 ニヨルモノ,

臍帶 ノ壓迫ニ ヨルモノ,人 爲的損傷ニ基 クモノ ノ

3型 ヲ擧ゲ タリ.Lowenhardt (1867)ハ 窒息性,

出血性竝ニ神經性 ノ諸型 ヲ述 ベ,Neufeldtハ 肺臓

性,心 臓 性,腦 性假 死 ヲ區別 シ,Martin (1854)ハ

麥 角 ノ濫用 ニヨル窒息性假死 ト,頭 蓋 内ニ出血セ

ル假 死 ト,脊髓 損傷 ニヨル神經 性假 死 トヲ考ヘ タ

リ.

之等 ノ事實ハ,假 死原因 ノ多岐複雜 セルモ ノナ

ル事ヲ示 スモノナ レ ドモ,前 記 ノ區別ハ夫々名稱

トシヲ學ゲ ラレタルモ ノニシテ,明 確 ナル剖檢上

乃至ハ臨 牀上 ノ鑑別 ヲ缺 ケ ル モ ノナ リ.例 ヘバ

Martinノ 頭蓋 内ニ 出血 セル出血性假 死ハ理解 シ

得 ラルルモ,脊髓 ガ捻轉 シテ來ル神經性假死 ニ至

リテ ハ,剖檢 上明確ニ 其 ノ診斷 ヲ附 シ難 キ ガ如

シ.

斯 ノ如 ク大人 ノ假死 ト趣 ヲ異ニ スル新産兒假 死

ノ原因ヲ,明 確ニ 且簡單ニ 剖檢上及 ビ臨 牀上 ノ所

見 ヨリ分類 セラレタルハ,八 木教授ニ シテ,教 授

ハ昭和4年(近 畿婦人科學會雜誌12巻),剖 檢上

明カニ鑑別 シ得ベキ2種 ノ假 死ヲ區別 シ,之 ヲ公

ニセラレタ リ.即 チ

1) 頭蓋内出血性假死

剖檢 ニヨ リ,頭 蓋 内腔 ノ何 レカニ出血 ヲ證 明ス

ル場合 ニシテ,廣 汎ニ亙 ル大腦 包被性出血 ニシテ

モ,或 ハ小腦 天幕下 ニ限局 セル延髓小脳部 ノ出 血

ニシテモ,兎 モ角頭蓋腔ニ 出血竈 ヲ見 ルモ ノニシ

テ,之 ヲ"Asphyxia apoplectica"ト 稱セ ラレ

タリ.他 臓器ニ假死 ノ定型的所見 ヲ見 ルモ ノニシ

テモ,頭 蓋内ニ 出血アラバ,本 項ニ編入 スルモ ノ

ニ シテ,他 臓器假死所見 ヲ缺キテモ,頭 蓋所見 ヲ

證 シ得ル場合ハ可 ナ リ.定 型的假 死所見 トハ,内

臓,鬱 血,肋 膜,心 外膜,心 嚢 等 ニア ラハルル溢

血斑,血 液 ノ暗 黒流動性等 ノ所見 ナ リ.

2) 窒息性假死

頭蓋ニ所見 ヲ缺 ク假死 ニシテ,通 常氣道肺臓内

ニ羊水 ヲ吸引セルモ ノ,又 ハ全 然無氣肺 ナルモ ノ

ア リ.即 チ,早期呼吸ニ ヨ リテ,羊 水ヲ吸引 セル モ

ノ,或 ハ呼吸 中樞 ノ障碍 ニテ之 ガ麻痺 ヲ起 シ,無

氣性肺 ノ状 ニアル モノ等之ニテ,後 者ハ時 ニ頭蓋

壓 ノ變化 ニ起因 スベ ク,或 ハ血液瓦斯 ノ變動ニ職

由 スベキモ,兎 モ角,頭 蓋腔内ニ 剖檢上詔 ムベキ變

化 ヲ呈 セザ ルモノヲ包括 シ,本 項 ヲ"Asphyxia

suffocatoria"ト 命 名セラレタ リ.

事實,八 木教 授ハ,1924-1929ノ 前 後6年

ヲ通 ジテ行 ハ レタル 死 亡新 産 兒306例 ノ剖 檢

ニ際 シ,臨 牀 的ニ 假 死 ナ リシ モノ ニ於 テ甚 ダ

17
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多 ク頭蓋内出血性假死ヲ證 シ得 ラ レタ リ,

(頭 蓋内損傷死ハ33%,窒 息死ハ30%ヲ 占ム)

即チ,鉗 子分娩ノ後屡 々起ル新産兒ノ假死又

ハ更ニ頻發 スル骨盤端位兒娩出後 ノ假死等ハ

實ハ出血性ナルモノ枚擧ニ遑 アラザル事ヲ,

剖檢的ニ明確ニ證明セラレタ リ.更 ニ,八 木

教授ハ,以 上ノ外ニ昭和10年 第33囘 日本婦

人科學會總會ニ於テ,前 者ニ比 シ其 ノ頻度甚

グ尠 ナ キ モ,心 臓ニ 先 天 異 常 例 ヘバ,心 臓 瓣

膜 障 碍,心 臓瓣 膜口 狹 窄,大 血 管 ノ異 常,心

室 ノ缺 損 等 ア リテ何 等 他ニ 認 ムベ キ所 見 ナ ク

シテ假 死 ヲ惹起 スル モ ノ ヲ.剖 檢 的 ニ,或 ハ

胎 兒心 昔 ノ研 究 ニ ヨ リ,或 ハ心 臓電 氣 心働 圖

學 研 究(Electro-Kardiogram)ニヨ リ發 見 セ

ラ レ,新 産 兒假 死 ハ新 タ ニ,病 理 解 剖 上竝 ニ

機 能 上 ノ檢 索 ニ ヨ リ

1) 肺臓 性 假 死(Asphyxia Pulmonalis) (窒 息 性 假 死)

2) 腦 性 假 死("Cerebralis) (頭 蓋 内 出血 性 假 死)

3) 心臓 性假 死("Cardialis)

ノ3種ニ 分類 スベ キ事 ヲ強調 セ ラ レタ リ.

即 チ,重 ネテ言 ヘバ,新 産 兒 假死 ナ ル症 状

ハ,從 來 成書 ノ記 載 ス ル所 ノ如 ク,決 シテ簡

單 ナル モノ ニ非 ズ,多 岐複 雜 ヲ極 ムル モ ノ ト

稱 スベ シ.

斯 ノ如 ク,新 産 兒假 死ニ 對 スル成 因竝ニ 病

理 解 剖 所 見ニ 對 スル見 解 ノ從 來 ト甚 グ シ ク異

ナ リタ ル今 日,當 然 次ニ 來 ルベ キ問 題 ハ,假

死 療 法 ニ對 スル 再吟 味 ナ リ.

今,從 來 ノ假死 療 法 ヲ觀 ルニ,總 ベ テ假死

ハ窒 息 ノ別 名 トシテ取 扱 ハ レタ ル モ ノ ニ對 ス

ル 療法 ヲ,直 チ ニ成 因複 雜 ナル新 産 兒 假 死 ニ

適 用 シタル モ ノ ニ シテ,從 ツテ大 人假 死療 法

ニ用 フル所 謂 人工 蘇 生 法 ヲ,新 産 兒ニ 轉 用 シ

タ ル ニ過 ギズ.之 ハ 勿論,正 當 ナ リ ト稱 スル

事 能 ハ ザル モ ノニ シテ,例 ヘ バ,前ニ 述 ベ タ

ル 如 ク,從 來 最上 ノ假 死療 法 トシテ江 湖 ニ推

奨 サ レタ ルSchultze, Silvester,緒 方 氏等 ノ

兒體 振 盪 法 ヲ行 ヒテ.強 ク兒體 ヲ上 下 或 ハ左

右 ニ動 搖 セ シメテ新 産 兒假 死 ヲ蘇 生 セ シメ ン

トスル方 法 ハ,頭 蓋 内 出血 性假 死ニ 對 シテハ

將ニ 絶 對 的 ノ禁 忌 ト稱 スベ ク,窒 息 性 假 死 ニ

對 シテモ常ニ 效 果 アル 方法 トハ稱 スル 事 ヲ得

ズ.

新 シキ見解ニ 從 ヒテ,新 産 兒假 死 療 法 ノ根

本 方針 ヲ定 ム ベ キモ ノ トス レバ,頭 蓋 内 出血,

又 ハ頭 蓋損 傷,或 ハ心臓 機 能 異 常 等ニ 對 シテ

モ禁 忌 タ ラザ ル樣,即 チ兒體 ヲ成 ル可 ク安 靜

ナ ル状 況ニ 置 キテ,以 テ假 死 ヲ蘇 生 セ シムベ

キ ニ ア ル事 ハ容 易 ニ首 肯 セ ラル ル所 ナ リ.

コノ意味ニ 於 テ,電 氣 的 刺 戟 ヲ新 産 兒假 死

ニ應 用 セ ン トスル ハ,甚 ダ興 味深 キモ ノ ア リ

ト思 惟シ,本 實驗ニ 着 手 セ ル モ ノナ リ.

新産兒 ノ假 死療法ニ,最 初ニ 電流 ヲ利用 セ ル

Hufelandハ 心臓 及ビ横隔膜 ヲ電氣的ニ 刺戟,輿

奮 セシ メテ,假 死 ヲ蘇生 セシメントシ,1側 ノ電

導 子ヲ頸部脊椎ニ 置キ,他 側 ノ電導子 ヲ心臓 部ニ

置 キテ,身 體 ヲ斜 メニ電流 ヲ通 ゼシメタ リ.其 ノ

後,Waldkirch (1793), Froriep (1808)ハ 微温 ノ

食鹽 水中ユ兒 體 ヲ浴セ シメヲ,其 ノ中 ニ電流 ヲ通

ジ假 死療法 ヲ試 ミ,成 功 セ リト記載 セ リ.1800年

代 トナ リテヨ リ,Stark, Berut, Herder, Scholz,

Lowenhardt, Bouchut等 モ,横 隔膜 又ハ心臓部 ヲ
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電 氣 的ニ 刺 戟 シ,各 其 ノ結 果 ノ觀 ルベ キ モ ノア ル

事 ヲ簡單ニ 報 告 セ リ.1857, V. Ziemssenハ 初 メ

テ,精 確ニ 電 流 ニ テ刺 戟 スル 場所 ヲ明記 シ,且 初

メ テ横 隔膜 神 經 ヲ刺戟 スル 事 ヲ知 リテ,之ニ 依 リ

甚 ダ シ ク良 好 ナル成 績 ヲ示 セリ.即 チ,彼 ハ 横 隔膜

神 經 ハ,胸鎖 乳 頭 筋(M. Sternocleidomastoideus)

ノ外 縁ニ テ,前 斜 角筋(M. scalenus ant.)ノ 前,

肩胛 舌 骨筋(M.omohyoideus)ノ 上 方 ニ於 テ,最

モ刺 戟 シ易 キ状 態 ニア ル 事 ヲ指 摘 シ,電 導 子 ニ テ

其 ノ場所 ヲ極 メテ温 和ニ 刺 戟 スル 事 ヲ推 奨 セ リ.

Perniceハ 以 上 ノ方 法 ニテ,横 隔膜 神 經 ノ部 ヲ刺

戟 ス レバ,通 常1-2分 後,假 死 ニ陷 レル新産 兒ハ

呼 吸 ヲ開 始 シ,6-8囘 ノ刺 戟ニ 依リ,平 常 ノ呼 吸

ニ依 復 スル ト稱 セ リ.Alexander, Cohnモ 同樣

ニ,横 隔膜 神 經 ヲ刺 戟 シ,殊ニAlexanderハ 横隔

膜神 經 ノ部 ヲ刺戟 ス ル毎ニ,横 隔膜 ノ收 縮 ノ徴 候

トシテ,胸 廓 ノ擴 大 スル ヲ證 明 シ,且 吃 逆 スル如

キ音 ヲ發 シテ,空 氣 ノ強 ク氣 管 ヨ リ排 出 サ レ タル

ヲ記 述 セ リ.

最 近,新 産兒 假 死 ノ電 氣 的 療 法ニ 關 シ,精 細 ナ

ル記 載 ヲナ シ タル ハ,1927, BonnノFrtz. Israel

(Prof. Dr. V. Franque)ニ シ テ,彼 ハ2箇 ノ釦 樣

ノ同 ジ大 サ ノ電導 子 ヲ使 用 シ,頸 部 ノ兩 側 又 ハ胸

部 ノ兩 側 前腋 窩 線ニ 之 ヲ接 シ,横 隔膜 神經,又 ハ

横 隔膜 ヲ間 接ニ 電 流 ヲ通 ジ テ刺戟 シ,稍 々 高 度 ノ

新 産兒 假 死ニ 應 用 シ,其 ノ蘇 生ニ 成 功 セ リ.彼 ハ

尚 ホ,以 上 ノ假 死電 氣的 療 法 ノ理論 的 根據 ヲ證 明

スベ ク,初 メ テ其 ノ動物 實 驗 ヲ公ニ セ リ.即 チ,

彼 ハ家 兎 ヲ用 ヒ,コ ノ呼 吸 ヲ絶 チテ,家 兎 ヲ窒 息

性 ノ假 死ニ陷 ラ シ メ,次デ 其 ノ横 隔膜 神 經又 ハ 横

隔膜 ヲ間接ニ,皮 膚 表面 上 ヨ リ電 氣的ニ 刺 戟 シ,

其 ノ恢 復ス ル 状 態 ヲ,呼 吸 曲 線 及ビ 壓曲 線ニ 就

テ,個 々別 々ニ,「 キ モ グ ラ フ イオ ン」ニ描 カ シ メ

テ觀 察 セ リ.,之 ヲ觀 ルニ,家 兎 ノ呼 吸曲 線 ハ,電

氣 的 刺 戟 ノア ル 毎ニ,著 明 ナ ル 吸 氣 ヲ營 ミ,血 壓

曲線モ,著 シク上下ニ變 動シ,高 度 ノ假死ニ陷 レ

ル家兎モ,刺 戟後漸次正 常 ノ呼吸ニ 歸リ,且 呼吸

數モ増加 スル事 ヲ實驗 證明セ リ.彼 ハ又平靜 ナル

吸氣 ヲ營 メル家兎 ノ横隔膜神經 又ハ横隔膜 ヲ,同

樣ニ 皮膚表面上 ヨ リ間接ニ 刺戟 シ,著 明 ナル吸氣

及ビ胸廓 ノ擴大 ヲ證明セ リ.

即 チ,彼 ノ實驗成績 ニ依 ルニ,横 隔膜神經竝 ニ

横隔膜 ヲ電氣的 ニ刺戟 シテ,假 死 ヲ蘇生 セシメ得

ル事ハ明カニシテ,而 モ電氣的刺戟毎ニ,著 明 ナ

ル深呼吸 ヲ營 ミテ胸廓 ヲ擴大スル事 ヨ リ見 レバ,

正ニ人工呼吸法 ヲ無害ニ 且安靜ニ温和ニ 行 ヒ タル

ニ等 シク,優 秀ナル假 死療法 ノ一ナ リト稱 セ リ.

爲ニ,彼Israelハ 新産兒假 死ヲ蘇生 セシムルニハ,

電氣的方 法ヲ以テ,最 モ優 秀ニ シテ適確 ナル療 法

ナ リト稱 シ,本 法 ノ將來ニ 多大 ノ期待 ヲ有セ シナ

リ.

然ルニ,Fritz, Israel後,新 産兒假死 ノ電氣的

療 法ニ就 キ,更ニ 研究 ヲ進メタルモ ノ甚 ダ尠 ク,

殊ニ吾 國ニ 於テハ,本 法療法ニ 關 シ,精 細ナル實

驗報告 ヲナシタル者ハ,余 ノ募聞,未 ダ之 ニ接 セ

ザルナ リ.余 之 ヲ想 フニ,從 來 ノ諸學者ハ.新 産

兒假 死ナル現象 ヲ,甚 ダ シク簡單ニ思 考 シ,唯 大

人 ノ假 死 ノ如 ク,新 産兒假 死ハ單 ナル窒息 ニ過 ギ

ザル モノ トノ概念 ニ立脚 セル爲,從 來 ノ如ク,氣

道 ヲ開通 シ,皮 膚 ヲ刺戟 シ,「ロベ リン」,「カンフ

ル」,「コラ ミン」,「ビタカンフアー」等 ノ呼吸中樞

刺戟劑,強 心劑 ヲ投與 シ,更ニ 不足 アラバ,兒 體

ヲ屈伸 シテ,胸 廓 ノ擴大運 動 ヲ行 フカ,心 臓部 ノ

「マツサー ジ」ヲ行 フカ,或 ハ更 ニ進 ンデ肺臓 ニ空

氣又ハ酸 素 ヲ送入 シテ,窒 息 ヲ救助ス レバ,新 産

兒假死療 法ハ十分 ナルモ ノナ リトセルニ非ズヤ ト

思考 スルモノナ リ.

事實,新 産兒假 死ガ,單 ナル窒息死 ノミナ レバ,

以上 ノ療法 ノ ミニテ,大 部分蘇生セ シムベキ理 由

ニアルモ,以上 ノ方法 ヲ如何ニ 熱心ニ,試 行スル
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モ救助 シ得ザル,新 産兒假死 ノ尚ホ多 數ニ存 在 ス

ル事 ヨリ見 レバ,新 産兒假死療法ハ,更 ニ一段 ノ

進歩,發 達 ヲナスベ キモ ノナラン ト思惟 ス.

Israelノ 記載 ヲ觀ルニ,總 ベテ,新 産兒假 死即

チ,室 息ナ リトノ概 念ニ立脚 セルモ ノニシテ,彼

ノ動物實 驗ニ 於テ,優 秀 ニシテ確實 ナル成績 ヲ收

メ得 タリト稱スルモ,之 ヲ以テ直チニ,新 産兒假

死ニ電氣的刺 戟ハ,其 ノ效果無比 ヲ誇 ルハ,多 少

早計 ナ リト信ズ.尚 ホ,Israelノ 動物 實驗 ヲ精細

ニ檢討 スルニ,窒 息性假死ヲ,電 氣的刺戟ニ 依 リ,

蘇生 セシメ得 タル事ハ證明 セルモ,單ニ 概括的實

驗ニ止 マ リ,窒 息性假 死ニ陷 リシ場合 ノ呼吸 及ビ

血壓 ノ状態及ビ 窒息性假死ニ 移行 スル状態,電 氣

的刺戟 ヲ加 ヘテ,假 死ヨリ 蘇生 セシムル場合 ノ呼

吸及ビ血壓 ノ状態,又電 氣 的刺戟ニ 依 リ,如 何 ニ

正確ニ,如 何ニ迅 速ニ 恢復スルヤニ就テハ,十 分

ナル實驗成績ナシ.且,横 隔膜神 經竝ニ 横隔膜 ヲ

皮膚表面上ヨ リ刺戟 セズシテ,直 接ニ 刺戟 セル場

合,如 何 ナル成 績 ヲ示 スヤ,又 横隔膜神經及ビ横

隔膜 ノ何 レヲ,如 何 ナル方法 ニテ刺戟 セル場合,

最モ有效ニ,且 最モ正確 ニ,假 死 ヲ蘇 生セシメ得

ラルルカ,更ニ 又,電氣 的刺戟 ヲ加 ヘタル場合,

其 ノ胸廓ニ 如何ナル變化 ヲ示 スカニ就テハ,些 カ

モ論 及セル所 ナシ.

余 ノ試 ミタル前記 ノ實驗的研究ハ,以 上 ノ諸疑

問 ヲ明 カニ解 決 シ得ルモ ノ ト信 ジ,コ コニ發表 シ

テ,大 方諸賢 ノ御高察 ヲ乞ハン トスルモ ノナリ.

第5章 結 論

1) 窒 息 性 假 死ニ陷 レル家 兎 ノ,横 隔 膜 神

經,又 ハ横 隔膜ヲ,電 氣 的 ニ,交 流電 氣 ヲ以

テ刺 戟 スル ニ,刺 戟 毎ニ,家 兎ハ,強 キ深 呼

吸 ヲ營 ミ,血 壓 モ刺 戟 ト同 時ニ,迅 速ニ,著

シク上 昇 シ,殆 ド血 壓 ノ零ニ 達 セン トス ル重

症 ノ窒 息 性 假死 ヲ モ,能 ク蘇 生 セ シムル 事 ヲ

得.

2) 横 隔 膜 神 經 竝 ニ横 隔 膜 ヲ電 氣的ニ 刺 戟

シテ,窒 息性 假 死 ヲ蘇 生 セ シ ムル 場 合,兩 側

ノ横 隔 膜 神 經 ヲ同時ニ 刺 戟 シタ ル場 合,最 モ

有 效 確 實ニシ テ,恢 復早 ク,1側 ノ横 隔 膜 神

經 ト横 隔 膜 ヲ同時ニ 刺 戟 シタ ル場 合,1側 ノ

横 隔膜神 經 ノ ミヲ刺 戟 シタル場 合 ノ順ニ 之 ニ

次 ギ,單 ニ横 隔 膜 ノ ミヲ刺 戟 シタ ル場 合,其

ノ恢 復 ハ最 モ緩 漫 ナ リ.

3) 「プ ノイ モグ ラ フ」ニ依 リ,横 隔 膜 神經

及ビ 横 隔膜 ヲ電 氣 的ニ 刺 戟 シタ ル 場合 ノ胸 廓

運 動 ノ變 化 ヲ觀 ル ニ,之 ヲ遊 離 シテ刺 戟 シタ

ル場合 ハ勿論,之 ヲ皮膚 表 面 上 ヨ リ,間 接 ニ

刺 戟 シタ ル場 合 モ,刺 戟 毎ニ 著 明ニ 胸 廓 ノ擴

大 ス ル事 ヲ認 ム.

稿 ヲ終 ルニ臨 ミ,恩 師八木教授 ノ,不 斷 ノ

御懇切ナル御指導 ト御校閲ニ 對 シ,滿 腔 ノ謝

意 ヲ表 ス.

(本篇 ノ大要ハ,昭 和10年3月31日,大 阪

市 ニ於 ケル 第31囘 近畿婦人科學會ニ 於テ報

告 セ リ.)
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